
「温暖化は北海道の農作物にどう影響するか　～2030年代の予測と対応方向～」
「北海道における暖水性魚介類の増加と有効利用・適応策」
「気候変動が北海道の生活に及ぼす影響」 ☞　詳しくは裏面をご覧ください。
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気候変動には「緩和」と「適応」が重要です。今回は「適応」をテーマに、気候変動と道内におけ

るその影響や、私たちが取りうる前向きな取組を広くご紹介いただきます。

第一部　　北海道における気候変動

2023年10月18日（水）
13：00-16：30
参加費無料・要申込／申込締切：10月16日（月）
詳細・申込：https://challenge-field-hokkaido.jp/news/2705

第二部　　第一次産業や生活への影響と適応

 「地球温暖化と北海道における気候の変化　～海洋と気候の深い関わり～」
 「気候変動下での北海道における豪雪」
 「積雪観測者の立場から見た北海道の気候変動とその影響」
 「北海道気候変動適応センターにおける取組について／
　　　　　　　　　　　　　　　　　道内における熱中症リスクの将来予測に関する取組について」

チャレンジフィールド北海道シンポジウム④

問合せ
　チャレンジフィールド北海道（ノーステック財団）
     　事業戦略統括部　吉田・三井
    　 札幌市北区北21条西12丁目コラボほっかいどう
　　 TEL：011-792-6151  /  メール：yugo@noastec.jp

講演者



■共催：
チャレンジフィールド北海道（ノーステック財団）
北海道気候変動適応センター
　事務局：北海道
　協力：地方独立行政法人北海道立総合研究機構、公益財団法人北海道環境財団

■後援：
環境省北海道地方環境事務所、気象庁札幌管区気象台、国立大学法人北海道大学広域複合災害研究センター、
国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学地域と歩む防災研究センター、国立研究開発法人水産研究・教
育機構、地方独立行政法人北海道立総合研究機構

チャレンジフィールド北海道シンポジウム④

13:00-13:05  開会挨拶・趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

13:05-13:30 「地球温暖化と北海道における気候の変化　～海洋と気候の深い関わり～」
　　　　　　　　　 気象庁札幌管区気象台気象防災部地域防災推進課　地球温暖化情報官　河原 恭一氏

13:30-13:55 「気候変動下での北海道における豪雪」
 国立大学法人北海道大学大学院理学研究院地球惑星科学部門
地球惑星ダイナミクス分野気象学研究室　教授　稲津 將氏

【　　13:55-14:05 　休憩　　】
 
14:05-14:30  「積雪観測者の立場から見た北海道の気候変動とその影響」

 国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学工学部社会環境系 准教授　白川 龍生氏
14:30-14:55  「北海道気候変動適応センターにおける取組について」

 北海道経済部ゼロカーボン推進局　地球温暖化対策課
 　　　   　　「道内における熱中症リスクの将来予測に関する取組について」

 一般財団法人　日本気象協会

【　　14:55-15:05 　休憩　　】
 

15:05-15:30 「温暖化は北海道の農作物にどう影響するか ～2030年代の予測と対応方向～」
 地方独立行政法人北海道立総合研究機構研究戦略部　部長　中辻 敏朗氏

15:30-15:55 「北海道における暖水性魚介類の増加と有効利用・適応策」
 国立研究開発法人水産研究・教育機構水産資源研究所底魚資源部　副部長　木所 英昭氏

15:55-16:20 「気候変動が北海道の生活に及ぼす影響」
 地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所

環境保全部水環境保全グループ　主査（気候変動）　鈴木 啓明氏

16:20-16:25　  まとめ
16:25-16:30　  閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一部　　北海道における気候変動の概要と取組

第二部　　気候変動が及ぼす北海道の第一次産業や生活への影響と　　　
　　　　　適応の取組

プログラム


